医療マンガ大全集

　長年かけて集めたマンガのほとんどは「第二の人生」のための学費の足しに消え、今は医療マンガばかりが手元に残りました。ほとんどが医者を主人公にしたものですが、理学療法士が主人公の珍品も。でも言語聴覚士が主人公のマンガが現れるのはいつの日か…。

	題名
	作者
	出版社
	寸評

	ブラックジャック
	手塚治
	秋田書店
	ご存知、元祖医療マンガ。今読み返しても考えさせられる内容。さすが手塚治だ。筋萎縮性側索硬化症の少年が治療法が開発されるまで人工冬眠する話があるが、本当だったらまだ眠り続けなければならない…。治療法は30年経った今でもないのだから。

	ここにおいでよ
	
	芳文社
	理学療法士（PT）が主人公の珍品マンガ。食道発声訓練までPTがやってしまうのはご愛嬌。2002年9月現在『まんがホーム』に連載中だが、単行本化されるのか。されれば画期的出来事。

	医候

（いそうろう）
	土屋しげる
	日本文芸社
	大家の未亡人邸に居候する漢方医が主人公。西洋医学の盲点を衝くところがあってときに「おお！」と思うが。やはりスパーッと割り切れる世界ではないだけに、同じ著者の『喧嘩ラーメン』や『食キング』に比べると精彩を欠く。

	ラディカル・ホスピタル
	ひらのあゆ
	芳文社
	医療4コマ。病院の雰囲気が明るく面白く描かれているが、ギリギリのところでリアリティを失っていない。「あの人も…この人も…この人でさえも…みんな医大出てるのよね…こんなアホなのにね。」というナースの言葉に爆笑。

	エン女医あきら先生
	水城まさひと
	芳文社
	医療4コマ。ドジでかわいい女医さんが主人公。こんな女性医師がいてほしいけど、患者としては関わりたくない…？年中コケているこの人、いらない世話だが神経か筋の疾患を疑いたくなる。

	Dr.コトー診療所
	山田敏貴
	小学館
	医療ミスで大学病院から離島に島流しになった天才外科医の活躍。主人公がカッコツケじゃないのが逆にカッコいい。でも、ちょっと不慮の事故が多すぎないか。古志木島（明らかに甑島）の人が年中大怪我しているような印象。もっと地味な病気で名医振りを発揮してほしい…って、マンガが売れないか。

	女医レイカ
	作：剣名無

画：嶺岸信明
	リイド社
	「私は心療内科の女医…」って言ってるがどう考えても精神科の女医。しかも絶滅寸前の精神分析学派。薬を出してるのを見たことがない。カウンセリングに1時間も掛けるような医者はその学派の適否に関わらず絶滅しようとしている…。ストーリーは医療マンガというより心理ミステリーといったほうがいいだろう。

	Dr.ハーレー
	宇田学
	講談社
	とうとうやっちまった！『殺医ドクター蘭丸』みたいなキワモノは別として、脇役の悪徳医師は別にして、善良な主人公が人を殺してしまうというのは医療マンガ史上初ではなかろうか。作品全体に医の倫理についてのさほど深い思想も感じられないので、ネタに詰まって禁じ手を使ってしまったという感じ。

	メスよ輝け！
	作：高山路爛

画：やまだ哲太
	集英社
	作者がベテラン外科医だけあってリアリティ満点。特に悪玉が。小悪党がウジャウジャ。ところで、悪玉の子分がやらかすとんでもないミス（総胆管切断）ってご自分が経験されたミスだったんですね。大鐘センセイ。『外科医と盲腸』（岩波新書）も読みました。

	青ひげは行く
	作：高山路爛

画：やまだ哲太
	集英社
	殺人鬼のあだ名が題名になっているので驚いた。題名だけ見たら患者を次々に殺していく医者の話かと思った。今の読者は『赤ひげ』（山本周五郎の名作医療小説）なんて知らないんだからストレートに『赤ひげは行く』でよかったのでは。中身は面白かった。あいかわらず悪玉のリアリティが抜群。小心で小ずるくて。

	おやじドクター
	作：林律雄

画：及川こうじ
	芳文社
	

	サイコドクター
	作：亜樹直

画：的場健
	講談社
	最初は単発もの、または短期連載のはずだったのでは。前半3巻くらいまでは抜群に面白いが後半3巻はご都合主義的なストーリー展開が目立つ。特に技量が未熟で救えなかったという設定の元恋人が主人公の無謬性を強調するために殺されたことになってしまったのにはアキレタ。『モーニング』で連載再開したので、今後に期待している。

	BJによろしく
	佐藤秀峰
	講談社
	

	Dr.汞（KOH）
	能條純一
	講談社
	自身がポルフィリン血症という遺伝性難病の医師が主人公。日光過敏のため雨の日にしか外出できない。この作者のキャラは陰気で嫌いなのだがこの医師だけは結構好きだ。しかしセリフが少なくて陰気なのは共通。突然メスで相手の頬を切り裂いて「汞丸組に入るんだ…」とか言いそう。

	研修医なな子
	森本梢子
	集英社
	抱腹絶倒。病院の待合室やナースステーションでの笑い話がそのままマンガになったような感じ。改めて医療関係者って変人が多いよな。モデルが筆者の地元である熊本大附属病院らしいのもよりリアリティとキャラへの親しみが増す。小山田教授のモデルになった（と思われる）先生がテレビに出てたけど立派な先生じゃん。やっぱり変人だけど。

	雫ちゃんクリニック
	葉月かずお
	双葉社
	外見だけ見て買ったけど、エロ本でした。セックスカウンセラー雫ちゃんが自らの肉体を駆使して患者の悩みに答えていく。まあ男性患者の女医やナースへの妄想をそのままマンガにしたようなものだが、なぜ女医さんではないんだろう。女医さんでは作者のイメージが広がらなかったんだろうか。

	白衣でポン
	たかさきももこ
	集英社
	1回読んだときは腹を抱えて笑ったが、なんぼなんでもナースもここまでひどくはないだろう。身近にいるナースはまじめな人が多い。このマンガのキャラたちみたいに色と金のために生きているわけではない。まあマンガのネタがたまたまナースだったと思ってください。と言っておく。嫌われたら仕事がやりにくくなるからのう…。

	心剣医
	作：上西一紀

画：狩谷ゆきひで
	日本文芸社
	患者の面前に日本刀を突きつけて精神集中させる、というとんでもない精神科医。

	研修医

古谷健一
	作：永井明

画：里見桂
	集英社
	

	やぶ医者のつぶやき
	作：森田功

画：引田真二
	小学館
	

	とっても医院
	作：花井寛

画：みやはら啓一
	小学館
	

	SAMUDr.無限谷陽
	作：米山公啓

画：岩丸
	集英社
	

	本日も休診
	原作：見山鯛山

作画：石川サブロウ
	小学館
	

	MF動物病院日記
	たらさわみち
	少年画報社
	

	動物のお医者さん
	佐々木倫子
	集英社
	

	おたんこナース
	案：

作画：佐々木倫子
	小学館
	

	Dr.くまひげ
	作：史村翔

画：ながやす巧
	講談社
	

	999ドクター
	作：バーミー双六

画：那須輝一郎
	マンサン
	

	スポーツ医
	作：寺島優

画：ちくやまきよし
	集英社
	

	スーパードクターＫ
	真船一雄
	講談社
	

	Doctor K
	真船一雄
	講談社
	

	高度救命救急センター
	作：樋口雅一

画：関崎俊三
	白泉社
	

	ドクトレス

（女医）
	作：鏡丈二

画：高山由妃
	双葉社
	

	MEDICAL99
	作：寺山文治郎

画：たかもちげん
	小学館
	

	なみだ坂診療所
	作：宇治谷順

画：向後次雄
	芳文社
	

	ドクター反骨医
	作：鏡丈二

画：根本哲也
	日本文芸社
	

	オペレーション
	作：鏡丈二

画：金井たつお
	集英社
	

	生死命

（いのち）
	作：稲本雅之

画：やまさき拓味
	小学館
	

	ホットDOC
	作：きむらはじめ

画：加藤唯史
	小学館
	

	天使じゃないのよ
	ふじたしょうこ
	桐書房
	

	あなたに会えてよかった
	
	
	

	天使のたまご
	岸香里
	ナーシングコミックス
	

	白衣の男子
	岸香里
	まんがタイムスペシャル
	

	明日はいい日だ
	作：前田和男

画：小川たけし
	道出版
	

	生命だけは平等だ
	作：前田和男

画：小川たけし
	道出版
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